
 　　

＜今年度の重点目標＞自己肯定感・自己有用感の醸成　「褒めて、認めて、伸ばす」

令和５年度伊万里市立山代中学校グランドデザイン

　≪校　訓≫ 「自主」「創造」「気力」

≪学校教育目標≫

心豊かでたくましく、志をもつ生徒の育成

め ざ す 生 徒 像め ざ す 学 校 像 め ざ す 教 師 像

○生徒が喜んで登校し、学ぶ楽しさを

味わい、明日も元気に登校したいと思

える、生徒にとって行きたい学校

○保護者や地域の方が、安心して生

徒を通わせたいと思える学校

○職員が、生きがいを感じて仕事に取

り組める働きがいのある学校

○自ら課題を見つけ、自ら学び、考え、
判断し、他者と協働して課題解決に向
かって努力する生徒
〇思いやりと感謝の心を持ち、自他の
生命や人権を大切にしようとする生徒
〇夢や目標の達成に向けいろいろなこ
とにチャレンジし、粘り強くやり抜く生徒
〇自分の良さを認め、人の役に立つこ
とを積極的に行う生徒
〇心身ともに健康で、様々なトラブルを
乗り越えて、豊かで適切な人間関係を
構築できる生徒
〇ふるさとを愛し、誇りに思う生徒

〇自己研鑽に励み、教師としての使命
感と情熱をもち、常に学 び続 け、自ら
の資質・能力を高める教師
〇豊かな人間性と愛情を持ち、生徒一
人一人を大切にし、生徒理解に努め、
良さを見いだし、ともに学び続ける教師
〇確かな指導力・授業力を身に付け、
生徒・保護者・地域から信頼される教
師
〇同僚性を重視し、互いの課題を共有
し、解決に向けて支え合い、信頼し合
い、協働して取り組む教師

確かな学力の育成 豊かな心の育成 健やかな体の育成 教育相談・生徒指導の充実

地域とともにある
学校づくりの推進

〇道徳教育、人権・同和教育の

充実による、自他の生命や人権

を尊重する態度の育成

〇「心を育む集会」「命と生き方

を考える週間」等による心を育

む教育の充実

〇職場体験活動やボランティア

活動等、多様な体験活動の充実

〇キャリア教育の充実

〇豊かな人間関係を構築してい

くための人間関係調整力の育成

〇給食指導の充実や栄養教諭
の授業実践等による食育の推
進
〇新型コロナウイルス感染症予
防対策の徹底
〇「部活動ガイドライン」に沿っ
た部活動運営による心身の健
全な育成

〇開発的生徒指導による自己肯
定感・自己有用感の醸成
〇定期的な生活アンケート調査
や教育相談等による、いじめの
ない学校・学級づくり
〇ＳＣ・ＳＳＷ等との連携・協力
の強化や、教育相談の充実等に
よる不登校生徒を生まない学
校・学級づくり
〇一人一人が主役になる生徒会
活動や学級活動の充実

家庭と学校との連携 小中連携の推進 働き方改革の推進

〇家庭・学校間の相談体制の

確立

〇「テレビ消し、早寝早起き、朝

ごはん」運動の展開と、家読の

推進等による食生活や生活リズ

ムの確立

〇ＳＮＳの正しい利用の仕方や

使用時間の削減等、情報モラル

教育の推進

〇ＰＴＡとの連携による「山代っ

子の約束」の徹底

〇小中連携による教育相談体
制の充実
〇中１ギャップの解消と学力向
上に向けた、「山代メソッド」によ
る授業の共通実践
〇授業や集会時における立腰
教育の共通実践
〇相互授業参観等の授業交流
会の充実
〇小中連携による人間関係調
整力の育成

〇全職員による、毎週水曜日の

定時退勤日の徹底

〇生徒の完全下校１時間をめど

に退勤するなど、日々の勤務時

間を意識した働き方の推進

〇諸会議の回数削減と時間の

短縮、ペーパーレス化等、優先

順位をつけ、無駄を省き、効率

の良い働き方の推進

〇各種便りや学校ＨＰ、安心

メール等、学校からの積極的な

情報発信と学校評価等による

取組の検証及び学校改善

〇総合的な学習の時間等にお

ける地域人材の積極的活用

〇学校・家庭・地域の役割分担

と更なる連携・協力によるコミュ

ニティ・スクールの推進

〇校内研究の充実

〇「山代メソッド」やタブレット等

のＩＣＴ機器を効果的に活用した

授業実践による、主体的・対話

的で深い学びの実現に向けた

授業の改善
〇「家庭学習シート」の活用等
による家庭学習の工夫・充実


